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令和６年度第１回古賀市スポーツ推進審議会  会議録  

（要約筆記）  

 

 

【会議の名称】  令和６年度第１回古賀市スポーツ推進審議会  

 

【日時・場所】  令和７年３月２７日（木）  １８ :３０～２０：００  

リーパスプラザこが交流館 １階１０３洋室  

 

【審議会次第 】    

１．開会  

２．審議会成立の報告  

３．委員及び職員の紹介  

４．会長あいさつ  

５．概要説明及び議事  

（１）第２次古賀市スポーツ推進計画の 進捗状況について  

   〇運動・スポーツに関する取組（Ｒ５～Ｒ６）  

（２）令和７年度古賀市スポーツ推進審議会について  

   〇中学校運動部活動の地域展開について  

   〇古賀市民体育館 の今後について  

   〇専門部会の設置について  

６．その他  

７．閉会  

 

【傍聴者数】  １人  

 

【出席委員等の氏名】  

委  員：本多壮太郎 委員（会長）、吉永春男委員（副会長）、髙原友彦委  

員、齋藤光範委員、花田亜紗美委員 、平野貴代子委員、戸田賢  

良委員、井上久子委員、吉永誠委員、牟田口政和委員、吉田直  

美委員  

事務局：生涯学習推進課  樋口武史課長、渋田孝治参事補佐兼スポーツ

振興係長、他１名  
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【欠席委員の氏名】   

薄秀治委員、伊藤一哉委員、大森睦子委員、横田覚委員  

【庶務担当部 署名】  生涯学習推進課  

 

【委員に配布した資料の名称】  

・運動・スポーツに関する取組（令和 ５年度～６年度）  別紙１  

・古賀市立中学校における部活動の地域移行等推進について  答申   

別紙２  

・中学校運動部活動 地域移行に関するスポーツ協会へのアンケート 結果

概要  別紙３  

・市民体育館のこれまでの経緯と今後について  別紙４  

・古賀市スポーツ推進審議会委員名簿  別紙５  

 

【審議会概要 】  

１．開会  

 

 

２．審議会成立の報告  

 

 

３．委員及び職員の紹介  

 

 

４．会長あいさつ  

 

 

５．概要説明及び議事  

 （１）第２次古賀市スポーツ推進計画の 進捗状況について  

   〇運動・スポーツに関する取組  

【事務局による概要説明】  

 第 ２ 次 スポ ー ツ 推進 計 画 の進 捗 状 況、 及 び 運動 ・ ス ポー ツ に 関す る 取 組に つ

いて 主 な 取り 組 み を報 告 す る。  

基 本目 標 「 子ど も の 運動 機 械 の拡 充 」 の２ ． 学 校体 育 ・ 運動 部 活 動 の 充 実に

つい て 、 令和 ５ ・ ６年 度 に 古賀 市 部 活動 地 域 移行 等 検 討委 員 会 を開 催 し 、教 育

委員 会 関 係部 署 、 スポ ー ツ 協会 等 と とも に 古 賀市 立 中 学校 部 活 動の 地 域 移行 に
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つい て 検 討し た 。 資料 ２ に は委 員 会 で作 成 さ れた 『 古 賀市 立 中 学校 に お ける 部

活動 の 地 域移 行 等 推進 に つ いて 』 答 申書 を 添 付し て い る。  

４ ．ジ ュ ニ アス ポ ー ツ環 境 の 充実 と し て、 令 和 ５年 度 に は古 賀 市 がフ レ ンド

リー タ ウ ンシ ッ プ 協定 を 締 結し て い るバ レ ー ボー ル チ ーム 、 福 岡ギ ラ ソ ール と

玄界 高 校 ・古 賀 竟 成館 高 校 バレ ー ボ ール 部 と の交 流 会 を生 涯 学 習推 進 課 にお い

て実 施 し た。 今 後 も福 岡 ギ ラソ ー ル と連 携 し た事 業 を 図っ て く 。ま た 、 令和 ６

年度 か ら は福 岡 県 プロ バ ス ケッ ト ボ ール チ ー ム、 ラ イ ジン グ ゼ ファ ー フ クオ カ

とも フ レ ンド リ ー タウ ン シ ップ 協 定 を締 結 し たこ と か ら、 今 後 、福 岡 ギ ラソ ー

ルと 同 様 に連 携 し てジ ュ に スポ ー ツ 環境 の 充 実を 図 り たい 。  

基 本 目 標 「 ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た ス ポ ー ツ 活 動 の 推 進 」 の ２ ． 運 動 習

慣 の 定 着 化 に つ い て 、 例 年 １ ０ 月 の 市 民 健 康 ス ポ ー ツ の 日 に リ レ ー マ ラ ソ

ン 大 会 、 １ １ 月 ３ 日 文 化 の 日 に 市 民 競 走 駅 伝 大 会 を 実 施 し て い る が 、 参 加

者 の 固 定 化 、 参 加 者 数 減 少 の た め 市 内 企 業 に 大 会 参 加 を 呼 び か け 、 新 た な

団体の参加を図っている。  

基 本 目 標 「 気 軽 に ス ポ ー ツ に 関 わ る こ と の で き る 環 境 づ く り 」 の １ ． ス

ポ ー ツ 施 設 の 有 効 利 用 と し て 、 令 和 ５ 年 度 よ り 中 学 校 武 道 場 の 平 日 ・ 土 曜

日 の 追 加 開 放 、 中 学 校 体 育 館 開 放 時 間 を １ 時 間 早 め １ ８ 時 か ら 解 放 、 古 賀

北 中 学 校 多 目 的 室 の 地 域 開 放 を 実 施 し た 。 ま た 、 令 和 ６ 年 度 か ら は 社 会 体

育 施 設 等 と 公 園 ス ポ ー ツ 施 設 の 予 約 方 法 統 一 に 向 け た 協 議 を 始 め た 。 こ れ

ま で 、 市 民 体 育 館 や 学 校 体 育 館 等 は 生 涯 学 習 推 進 課 が シ ス テ ム に て 予 約 管

理 し て お り 、 公 園 ス ポ ー ツ 施 設 に つ い て は 都 市 整 備 課 が 紙 ベ ー ス に て 予 約

管 理 を し て い る 。 全 て の ス ポ ー ツ 施 設 を シ ス テ ム 予 約 で 一 元 化 す る こ と で 、

利便性の向上、スポーツ施設の有効利用を図る。  

基 本 目 標 「 ス ポ ー ツ を ツ ー ル と し た 地 域 活 性 化 」 の ３ ． 大 規 模 国 際 大 会

を 契 機 と し た 地 域 活 性 化 に つ い て 、 令 和 ５ 年 度 に は ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ

プ ２ ０ ２ ３ フ ラ ン ス 大 会 パ ブ リ ッ ク ビ ュ ー イ ン グ 、 令 和 ６ 年 度 に は パ リ ２

０ ２ ４ オ リ ン ピ ッ ク バ ス ケ ッ ト ボ ー ル パ ブ リ ッ ク ビ ュ ー イ ン グ を リ ー パ ス

プ ラ ザ こ が フ ォ ー ラ ム に て 開 催 し た 。 福 岡 県 出 身 、 古 賀 市 出 身 で あ る 選 手

が 出 場 し た た め 、 ス ポ ー ツ 機 運 上 昇 に 大 き な 効 果 が 期 待 さ れ 、 実 際 に 市 内

外から１５０名弱の参加があった。  

 

【審議】  

 （戸田委員）  

 ジ ュ ニ ア ス ポ ー ツ 環 境 の 充 実 で 取 り 組 ん だ 内 容 で 、 福 岡 ギ ラ ソ ー ル と 玄

界 高 校 、 古 賀 竟 成 館 高 校 と の 交 流 会 と あ る が 、 古 賀 市 と し て は ジ ュ ニ ア 世



‐4‐ 

代 を ど の 年 代 と し て 捉 え て い る の か 。 ま た 、 令 和 ６ 年 度 に 実 施 し て い な い

経緯は。  

 

（事務局）     

 ジ ュ ニ ア 世 代 は 高 校 生 以 下 に 相 当 す る １ ８ 歳 以 下 と し て 捉 え て い る 。 令

和 ６ 年 度 に 記 載 は し て い な い が 、 例 年 、 福 岡 ギ ラ ソ ー ル と 市 民 健 康 ス ポ ー

ツの日に市内３中学校の女子バレーボール部との交流会を実施している。  

  

 （吉永委員）  

 ２ ． 運 動 習 慣 の 定 着 化 で 、 市 内 企 業 へ 市 民 競 争 駅 伝 、 リ レ ー マ ラ ソ ン 大

会 へ の 参 加 促 進 と あ る が 、 ま だ ま だ 参 加 が 少 な い 状 況 。 例 年 １ ０ 月 を ス ポ

ー ツ 月 間 と し て い る の に も 関 わ ら ず 様 々 な 催 し と 重 な っ て お り 、 市 全 体 で

ス ポ ー ツ 機 運 を 高 め よ う と い う 呼 び か け 、 周 知 が 必 要 で 、 今 後 ス ポ ー ツ 協

会として検討していきたい。  

 

 （事務局）  

区長会、市公式ＳＮＳ等、様々な媒体を用いた周知していきたい。  

 

（吉永委員）  

 市 民 健 康 ス ポ ー ツ の 日 に 環 境 整 備 の 日 が 重 な っ て い る 等 、 市 と し て 行 事

の重なりが少しでも少なくなるような検討をしてほしい。  

 

（２）令和７年度古賀市スポーツ推進審議会について  

 【事務局より概要説明】（中学校運動部活動の地域展開について）  

部 活動 の 地 域展 開 に 関し て は 、 昨 年 度 第２ 回 の 審議 会 で も議 題 と して 取 り上

げて い る 。そ の 後 の本 市 の 地域 展 開 の取 組 は 、 学 校 教 育課 が 主 管課 と し て「 古

賀市 部 活 動地 域 移 行等 検 討 委員 会 」 を設 け 、 部活 動 地 域移 行 に つい て 諮 問を し

て協 議 を 重ね 、 古 賀市 ス ポ ーツ 協 会 へ地 域 展 開に 関 す るア ン ケ ート も 実 施 し た 。

検討 委 員 会か ら 答 申が 出 さ れ た こ と から 、 そ の概 要 を 説明 す る 。こ の 答 申は 、

明日 ２ ８ 日に 検 討 委員 会 か ら教 育 長 へ渡 さ れ るこ と と なっ て い る。  

 まず 、 別 紙２ の １ ．は じ め にに つ い て、 主 に 部活 動 の 現状 と 検 討委 員 会の

役割 に つ いて 記 載 があ る 。 教員 の 専 門性 や 意 思に 関 わ らず 顧 問 を引 き 受 け 、 生

徒や 保 護 者か ら の 要望 に 応 えつ つ 、 教材 研 究 や生 徒 指 導を 行 う こと は 難 しい と

いう 教 員 が存 在 し て い る と いう こ と 。こ の よ うな 状 況 のも と 、 生徒 の ス ポー ツ

活動 の 体 験機 会 を 確保 す る には 、 学 校と 地 域 との 連 携 ・協 働 に より 、 持 続可 能
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な活 動 環 境を 整 備 する 必 要 があ る と いう こ と が記 載 さ れて い る 。  

こ うい っ た 現状 を 踏 ま え て 検 討委 員 会 では 、 令 和４ 年 １ ２月 に 文 部科 学 省か

ら出 さ れ たガ イ ド ライ ン 等 に基 づ い て、 生 徒 のニ ー ズ に応 じ た スポ ー ツ 活動 の

機会 の 保 障と 、 教 員の 働 き 方改 革 を 両立 し 、 部活 動 の 地域 展 開 の取 組 を 進め る

ため の 答 申を ま と めて い る 。  

 次に ２ ． 現状 と 課 題 に つ い て、 部 活 動が 技 量 の向 上 の 他、 好 ま しい 人 間関

係の 構 築 など 教 育 的な 意 義 も持 っ て いる こ と やア ン ケ ート 結 果 につ い て 記載 さ

れて い る 。生 徒 へ のア ン ケ ート 結 果 では 、 部 活動 や 地 域の ク ラ ブに 加 入 して い

る生 徒 は もっ と 練 習の 時 間 を増 や し てほ し い と回 答 す る生 徒 が 最も 多 く 、部 活

動 に 加 入 し て い な い 生 徒 は そ の 理 由 と し て 約 半 数 が 、「 や り た い こ と が な い 」

と回 答 し てお り 、 多様 な 機 会に ふ れ るこ と が でき る 社 会教 育 で 「体 験 の 機会 を

確保 す る 」こ と の 必要 性 が わか る 結 果と な っ てい る 。  

教 員へ の ア ンケ ー ト 結果 で は 、約 半 数 が本 来 の 業務 で あ る教 科 指 導の た めの

教材 研 究 や担 任 業 務に 支 障 が生 じ て いる な ど 、部 活 動 の指 導 が 大変 厳 し いと 回

答し て い る。  

さ らに 、 保 護者 へ の アン ケ ー ト 結 果 で は部 活 動 に対 す る 要望 と し て、 練 習の

時間 を 増 やし て ほ しい 、 そ の他 専 門 の指 導 者 から 教 え ても ら い たい 、 保 護者 の

負担 を 減 らし て ほ し い と い った 意 見 が多 い 結 果と な っ て お り 、 部活 動 の 運営 に

関す る 学 校の 考 え と保 護 者 の考 え は 大き く 異 なっ て い る現 状 で ある こ と から 、

今後 の 部 活動 の 在 り方 を 考 える に あ たっ て は 、保 護 者 をは じ め 地域 の 理 解を 十

分に 得 る 必要 が あ る と 記 載 され て い る。  

 次に 、 ３ ．今 後 の 古賀 市 立 中学 校 に おけ る 部 活動 の 基 本方 針 と ４． 基 本方

針の 実 現 に向 け た 具体 的 施 策に つ い て 、 ア ン ケー ト 結 果や 部 活 動の 役 割 、少 子

化や 教 員 の働 き 方 改革 を 考 慮す る と 、 中 学 校 の教 員 が 顧問 を 務 め こ れ ま でと 同

様に 部 活 動の 指 導 を 担 う こ とは 困 難 であ る と 考え ら れ るこ と か ら、 部 活 動を 段

階的 に 地 域ク ラ ブ に展 開 す るた め の ３つ の 基 本方 針 を 挙げ て お り、 そ の 基本 方

針の 実 現 に向 け た 具体 的 施 策 を ４ つ の項 目 で 挙げ て い る。  

ま ず、 １ つ 目の 基 本 方針 「 令 和１ ０ 年 ９月 を め どに 、 部 活 動 は 地 域ク ラ ブや

クラ ブ （ スク ー ル ）へ 地 域 展開 を 目 指し 、 生 徒の 多 様 な体 験 活 動の 場 と する 」

の具 体 的 施策 は 、 令和 ７ 年 度か ら ３ 年間 を か けて 段 階 的な 展 開 を目 指 す こと や 、

地域 展 開 に関 す る 発信 を 随 時行 う こ と、 庁 内 の推 進 体 制を 整 備 する こ と 、中 体

連の 参 加 につ い て は、 ク ラ ブ単 位 へ の参 加 に 移行 す る こと が 記 載さ れ て いる 。  

次 に、 ２ つ 目の 基 本 方針 「 生 徒の 多 様 な体 験 活 動の 場 と して の 地 域ク ラ ブを

整備 す る とと も に 、そ の 活 動を 行 う 環境 を 速 やか に 整 備す る 」 につ い て 、地 域

クラ ブ の 活動 場 所 の確 保 や 指導 者 の 発掘 、 地 域ク ラ ブ の 円 滑 な 運営 の た めに 教
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育委 員 会 が支 援 す るこ と 検 討、 教 員 の兼 職 兼 業や 地 域 クラ ブ 運 営に か か る保 護

者負 担 金 の設 定 に 関す る こ と、 施 設 の優 先 利 用や 減 免 措置 に 関 する こ と が記 載

され て い る。  

次 に、 ３ つ 目の 基 本 方針 「 地 域ク ラ ブ に加 入 し ない 生 徒 の多 様 な スポ ー ツ・

文化 芸 術 活動 の 機 会を 確 保 する 」 の 具体 的 施 策は 、 地 域ク ラ ブ に加 入 し ない 生

徒の ス ポ ーツ 活 動 を支 援 す るた め に 、総 合 ス ポー ツ ク ラブ を 中 学校 に 立 ち上 げ 、

生徒 た ち がス ポ ー ツ活 動 に 親し む こ とが で き る体 制 を 構築 す る こと 等 が 記載 さ

れて い る 。  

最 後の ５ ． 提言 で は 、答 申 に あた り 検 討委 員 会 で出 た 各 委員 の 意 見を 提 言と

して ま と めた も の で３ つ あ る。  

１ つ 目 、「 部 活 動 を 学 校 か ら 地 域 へ 展 開 し て い く こ と に つ い て 、 保 護 者 を 含

めた 地 域 への 発 信 を必 要 に 応じ て 行 うこ と 」 につ い て 、部 活 動 の地 域 展 開 を 行

う上 で は 、保 護 者 を含 む 地 域全 体 で 生徒 の 育 ちを 支 え るこ と に つい て 、 保護 者

の理 解 、 協力 が 不 可欠 で あ るこ と や 繰り 返 し 周知 を 行 う必 要 が ある こ と が記 載

され て い る。  

２ つ 目 、「 地 域 連 携 か ら 地 域 展 開 へ と 段 階 を 踏 ん だ 移 行 も 検 討 す る こ と 」 に

つい て 、 現在 、 古 賀市 内 で は６ 人 の 部活 動 指 導員 を 任 用し 、 部 活動 を 地 域の 方

に指 導 し てい た だ いて お り 、 ま た 教 員と 連 携 して 部 活 動を 指 導 して い た だい て

いる 部 活 動外 部 指 導員 も お られ る 。 既に 地 域 と連 携 し た運 営 を して い る 部活 動

につ い て は、 地 域 展開 の 可 能性 を 検 討す る こ と 、 ま た 、教 員 だ けで 部 活 動の 指

導を し て いる 場 合 は、 地 域 展開 を 検 討 す る 前 に部 活 動 指導 員 を 任用 す る など 地

域連 携 を 検討 し て 、段 階 を 踏ん だ 移 行を 検 討 する こ と が記 載 さ れて い る 。  

３ つ 目 、「 地 域 ク ラ ブ の 整 備 を 推 進 す る こ と 」 に つ い て 、 令 和 １ ０ 年 ９ 月 を

目標 に 部 活動 の 地 域展 開 を 進め る に あた っ て 、令 和 ７ 年４ 月 か らの 移 行 期間 中 、

生徒 達 の スポ ー ツ 活動 を す る機 会 を 確保 す る ため に 、 社会 体 育 団体 や 生 涯ス ポ

ーツ 団 体 を活 用 し なが ら 地 域ク ラ ブ の整 備 を 推進 す る 必要 が あ るこ と が 記載 さ

れて い る 。  

以 上が 答 申 の概 要 に な る が 、 今後 、 こ の答 申 に 基づ き 、 生涯 学 習 推進 課 が 主

管課 と な り部 活 動 の地 域 展 開を 進 め てい く こ とに な り 、本 審 議 会に お い ても 来

年度 か ら 協議 を 進 めて い き たい と 考 えて い る 。  

次 に別 紙 ３ であ る が 、昨 年 １ ０月 、 古 賀市 ス ポ ーツ 協 会 加入 団 体 に部 活 動地

域展 開 に つい て ア ンケ ー ト をと っ た 結果 概 要 であ る 。 まず 、 質 問１ に つ いて 、

現在 の 団 体の 活 動 メン バ ー が小 中 学 生で あ る ジュ ニ ア 団体 に 対 し、 新 た に部 活

動 の 生 徒 を 受 け 入 れ で き る か ど う か の 質 問 で 、「 現 在 受 け 入 れ て お り 今 後 も 可

能 」 と 回 答 し た の は ９ 団 体 、「 現 在 受 け 入 れ て い な い が 今 後 は 可 能 」 と 回 答 し
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た の は １ 団 体 、「 現 在 受 け 入 れ て い な い が 今 後 検 討 し た い 」 が ６ 団 体 と い う 結

果。  

質 問２ は 現 在の 活 動 メン バ ー が成 人 の 団体 に つ いて 、 新 たに 部 活 動の 生 徒を

受 け 入 れ で き る か の 質 問 で あ り 、「 既 に 中 学 生 を 受 け 入 れ て い る 」 が ５ 団 体 、

「 今 後 受 け 入 れ る 」 が ２ 団 体 、「 今 後 受 け 入 れ る か 検 討 し た い 」 が ６ 団 体 と い

う結 果 で あっ た 。  

質 問１ ・ ２ の合 計 で 、計 ２ ９ 団体 の ジ ュニ ア 団 体も し く は一 般 団 体が 受 け入

れで き る と回 答 し て い る 。  

 

【審議】  

（戸 田 委 員）  

答 申の ４ ． 基本 方 針 の実 現 に 向け た 具 体的 施 策 の（ ３ ） 地域 ク ラ ブに 加 入し

ない 生 徒 の多 様 な スポ ー ツ ・文 化 芸 術活 動 の 機会 を 確 保す る に つい て 、 各校 に

総合 ス ポ ーツ ク ラ ブ・ 総 合 文化 ク ラ ブを 立 ち 上げ る と ある が 、 学校 が 立 ち上 げ

たと し て 誰が 主 体 とし て 運 営す る と 考え て あ るの か 。  

 

（事 務 局 ）  

 負 担 の 無い か た ちで 教 員 が運 営 す ると 考 え られ て い るが 、 具 体的 に は 決定 し

てい な い 。  

 

（本 多 会 長）  

仮 称で は あ るが 総 合 スポ ー ツ クラ ブ は 他自 治 体 でも 導 入 が検 討 さ れて い る。

教員 の 負 担に な る ので は と いう 懸 念 が残 る が 、案 と し て挙 げ ら れて い る と聞 く 。  

別 件で 後 程 説明 が あ ると 思 う が、 専 門 部会 の 設 置に つ い てス ポ ー ツと は 別に

文化 芸 術 部活 動 の 地域 展 開 の審 議 に つい て は 別組 織 が 立ち 上 が るの か 。  

 

（事 務 局 ）  

文 化芸 術 部 活動 の 地 域展 開 に つい て は 古賀 市 文 化課 が 所 管に な り 、ス ポ ーツ

推進 審 議 会か ら 切 り離 し て 審議 す る 。対 象 と なる 文 化 芸術 団 体 が少 な い ため 、

個別 に 調 整し て 地 域展 開 を する 予 定 であ る 。  

 

（井 上 委 員）  

学 校現 場 は 間に 挟 ま れて い る 状況 が 続 いて お り 、部 活 動 地域 展 開 の方 向 性が

早く 定 ま れば と 考 えて い る 。古 賀 北 中学 校 で は２ 名 の 部活 動 指 導員 が 単 独で 部

活動 を 担 当し て も らっ て い て、 練 習 試合 、 理 事会 、 保 護者 会 の 対応 も し てい た
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だき 大 変 助か っ て いる 。 し かし 、 ま だ学 校 の 努力 で 何 とか こ の 状況 を 保 てて い

ると 考 え てい る 。  

 

（齋 藤 委 員）  

部活 動 地 域展 開 は 古賀 市 、 もし く は 福岡 県 全 体の 課 題 とし て 考 える の か 。  

 

（事 務 局 ）  

基 本的 に は 自治 体 単 位、 古 賀 市の 課 題 とし て 取 り組 ん で いく 。 具 体的 に 答申

が出 さ れ たこ と か ら、 こ の 答申 に 基 づい て 地 域展 開 を 進め る こ とと な る が、 大

きな 方 針 は国 が 示 して お り 、福 岡 県 から も 情 報提 供 い ただ き 、 他自 治 体 の取 り

組み 事 例 を参 考 に して 部 活 動地 域 展 開を 進 め るこ と か ら、 そ の よう な 意 味で は

国・ 県 と 共同 で 課 題解 決 を 図っ て い きた い 。  

 

（戸 田 委 員）  

課 題の 一 つ に指 導 者 の確 保 が あげ ら れ るが 、 県 内に は ４ ，０ ６ ３ の運 動 部が

ある が 、 県内 で １ ，２ ０ ０ 人程 度 の 指導 者 が 不足 し て いる と 試 算し た 。 県で は

企業 や 大 学と 連 携 し指 導 者 養成 、 指 導者 の 確 保に 努 め てい る 。 市町 村 か ら指 導

者不 足 の 要請 が あ れば 指 導 者を 派 遣 でき る 体 制を 整 え るた め 、 県と し て はそ の

よう な 制 度を 活 用 して も ら えれ ば と 考え る 。  

 

（２）令和７年度古賀市スポーツ推進審議会について  

 【事務局より概要説明】（古賀市民体育館の今後について）  

市 民 体 育 館 に つ い て は 、 こ れ ま で 本 審 議 会 で は 議 題 に 挙 が っ て い な か っ

た が 、 古 賀 市 長 よ り 示 さ れ た 令 和 ７ 年 度 の 施 政 方 針 に お い て 、 市 民 体 育 館

を 千 鳥 ヶ 池 公 園 に 移 転 し 、 新 た な 体 育 館 を 建 設 す る こ と 、 市 民 体 育 館 横 の

市 民 グ ラ ウン ド を 、「 リ ー パ スプ ラ ザ こ が の 駐車 場 と し て 検 討 する 調 査 を 行

うこと」が示された。  

そ の た め 今 後 は 、 市 民 体 育 館 の 新 築 移 転 等 に 関 し て も 協 議 を 進 め て い く

必 要 が あ り 、 ま ず は 体 育 館 移 転 に 関 す る こ れ ま で の 経 緯 と 今 後 の 予 定 に つ

いて説明する。  

市 民 体 育 館 は 設 置 後 ３ ８ 年 目 を 迎 え て お り 、 古 賀 市 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー

と し て ス タ ー ト 、 中 小 企 業 に 雇 用 さ れ る 勤 労 者 の 利 用 が 主 で あ っ た が 、 平

成 １ ５ 年 ３ 月 に 国 か ら 古 賀 市 に 無 償 譲 渡 さ れ 、 古 賀 市 民 体 育 館 と 名 称 を 変

更し現在に至る。  
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 市 民 体 育 館 の 利 用 状 況 に つ い て 、 延 べ 利 用 者 数 の 推 移 で あ る が 、 コ ロ ナ

禍 で 利 用 者 が 極 端 に 少 な い 時 期 が あ っ た が 、 令 和 ５ 年 度 で は 延 べ 約 ５ 万 人

が利用している。  

 次 に 、 体 育 館 の 定 期 利 用 団 体 の 競 技 種 目 別 団 体 数 と 人 数 に つ い て 、 全 部

で ４ ４ 団 体 、 ６ ９ ９ 人 で あ る 。 内 訳 は バ ド ミ ン ト ン １ ３ 団 体 １ ７ ４ 人 、 次

に卓球１０団体１７１人が多い状況。  

 次 に 、 令 和 ５ 年 度 の 稼 働 率 の 推 移 だ が 、 年 間 平 均 約 ８ ２ ％ で あ り 、 ７ 月

～９月の利用率が低いのは猛暑が影響している と考えられる。  

 次 に 、 令 和 ５ 年 １ ０ 月 に お け る 小 中 学 校 体 育 館 等 と の 利 用 率 の 比 較 で あ

る が 、 小 中 学 校 と も に 利 用 率 は 高 く 、 市 民 体 育 館 は 中 間 ほ ど に 位 置 し て お

り、８５％となってい る。  

 こ の よ う に 、 市 民 体 育 館 は 市 民 の 利 用 が 多 く 、 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推

進 計 画 の 基 本 理 念 「 ス ポ ー ツ で 市 民 み ん な が 、 明 る く 元 気 に 交 流 し あ う 」

を実現するために 重要な施設である 。  

 次 に 、 こ れ ま で の 検 討 経 緯 で あ る が 、 平 成 ２ ９ 年 に 策 定 さ れ た 公 共 施 設

等 総 合 管 理 計 画 に お い て 、 今 後 ４ ０ 年 間 で 公 共 施 設 の 延 床 面 積 を 現 在 の ８

割 の 規 模 に す る こ と を 目 指 す こ と が 示 さ れ 、 原 則 と し て 新 規 の 施 設 は 整 備

し な い 方 針 と な っ た 。 人 口 減 少 社 会 、 社 会 保 障 費 の 増 大 に よ っ て 、 今 後 の

維 持 管 理 に 係 る 経 費 を 賄 う こ と が 難 し く な る た め で あ り 、 市 役 所 を 含 む 市

の全施設が対象となっている。  

 令和４年１月には第 1 期アクションプランにおいて、市民体育館は、「機

能 は 他 の 施 設 へ 移 転 、 建 物 は 廃 止 を 検 討 す る 」 こ と と な っ た 。 こ の と き の

パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト に お い て は 、 ス ポ ー ツ 協 会 か ら 反 対 意 見 が 出 さ れ 、 特

に ク ロ ス パ ル こ が へ の 移 設 が 連 想 さ れ た こ と か ら 、 厳 し い 意 見 が 出 さ れ た 。

こ の 間 、 様 々 な 検 討 を 重 ね 、 具 体 的 に は ク ロ ス パ ル こ が の 増 築 、 古 賀 中 学

校 体 育 館 横 へ の 移 設 、 市 民 グ ラ ウ ン ド へ の 移 設 な ど を 検 討 し た が 、 駐 車 場

の 問 題 、 補 助 金 が 確 保 で き な い 等 の こ と か ら 、 検 討 が 難 し い 局 面 と な っ て

いた。  

 令 和 ５ 年 ５ 月 に は 、 新 た な 土 地 を 購 入 す る こ と が な く 、 ま た 補 助 金 が 見

込めることなどから、都市公園内へ移設する検討を始め た。  

 令 和 ５ 年 １ ０ 月 に は 、 Ｊ Ｒ 古 賀 駅 の 周 辺 開 発 に 伴 う 新 た な 道 路 が 市 民 体

育 館 、 リ ー パ ス プ ラ ザ こ が の 駐 車 場 を 通 る こ と と な り 、 利 用 者 に 大 き な 不

安 を 抱 か せ る こ と と な っ た 。 新 た な 道 路 法 線 の 設 置 と い う 市 の 都 合 に よ り 、

市 の 施 設 が 廃 止 に な る こ と か ら 、 新 築 移 転 が 必 要 と な る 決 定 の き っ か け と

なった。  
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 令 和 ６ 年 ３ 月 に は 、 昨 年 度 、 本 審 議 会 で 協 議 し た 、 第 ２ 次 ス ポ ー ツ 推 進

計 画 の 中 間 見 直 し を 行 い 、 公 園 施 設 の 有 効 活 用 に つ い て 検 討 を 進 め る こ と

を示している。  

 令 和 ６ 年 １ ０ 月 に は 、 令 和 ７ 年 度 当 初 予 算 市 長 メ ッ セ ー ジ に お い て 、 市

民 体 育 館 は 既 存 の 公 有 地 で あ る 公 園 に 公 園 施 設 と し て 新 築 す る 方 向 で 検 討

することが発信され た。  

 令 和 ６ 年 １ ２ 月 に は 、 市 長 を 本 部 長 と す る 公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト 本 部 会

議 に お い て、「 公 共 施 設 適 正 配置 マ ネ ジ メ ン ト方 針 」 を 策 定 し 、市 民 体 育 館

の 新 築 移 転 の 方 針 が 決 定 さ れ た 。 こ れ は 、 冒 頭 に 述 べ た 公 共 施 設 等 総 合 管

理 計 画 が 目 指 す 、 延 べ 床 面 積 を 削 減 す る 目 標 と は 相 反 す る も の で あ る が 、

新規整備の考え方が整理されたことによるもので ある。  

 令 和 ７ 年 ２ 月 に は 、 市 の 方 針 を 確 認 す る 庁 議 に お い て 、 市 民 体 育 館 の 移

転 先 を 千 鳥 ヶ 池 公 園 と す る 方 針 が 決 定 さ れ た 。 以 上 が こ れ ま で の 検 討 経 緯

となる。  

 次 に 、 令 和 ７ 年 度 の 検 討 に つ い て 、 新 た な 市 民 体 育 館 の 基 本 設 計 を 行 う

た め 、 本 審 議 会 に お い て 設 備 等 の 内 容 を 検 討 し た い と 考 え て い る 。 ま た 、

市 民 グ ラ ウ ン ド に つ い て は 、 リ ー パ ス プ ラ ザ こ が の 駐 車 場 と し て 活 用 す る

た め に 、 必 要 な 駐 車 場 台 数 、 面 積 等 を 検 討 す る 。 こ れ に は 、 今 後 進 め る こ

と に な る 、 古 賀 中 学 校 周 辺 の 開 発 の 動 き も 関 連 す る 。 開 発 の 際 に あ る 程 度

の 広 さ が あ る 公 園 の 整 備 も 検 討 さ れ る た め で あ る 。 最 後 の 公 園 再 整 備 基 本

計 画 に つ い て 、 こ ち ら の 計 画 は 都 市 整 備 課 の 所 管 と な り ま す が 、 こ の 計 画

に 新 た な 市 民 体 育 館 の 内 容 が 盛 り 込 ま れ る 。 計 画 の 主 な 目 的 は 、 市 内 の 公

園 の 再 整 備を 行 い 、「 観 光 ・ 運動 ・ ワ ン ヘ ル ス」 を テ ー マ に 、 市 内 外 か ら の

観 光 を 促 進 し 、 運 動 で き る 環 境 を 整 え る と い う も の 。 計 画 は ３ 月 末 に 案 が

作成され、パブリックコメント は４月～５月を予定してい る。  

 新 た な 市 民 体 育 館 の 規 模 で あ る が 、 公 園 に は 建 物 の 建 蔽 率 の 規 制 が あ り 、

大 規 模 な 建 物 を 建 設 す る こ と が で き ず 、 現 在 の 市 民 体 育 館 を ベ ー ス に ど の

ような設備を備え ることができるかという検討に なる。  

 

（齋 藤 委 員）  

公共施設等総合管理計画 の今後４０年間 の意 味 は 。  

 

（事 務 局 ）  

２０ １ ７ 年に 計 画 が策 定 さ れ、 ２ ０ ５７ 年 ま でに ２ 割 削減 す る とい う 意 味。  
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（齋 藤 委 員）  

新たな体育館の建設時期は。  

 

（事務局）  

おおむね６～７年後。  

 

（斎藤委員）  

ク ロス パ ル こが で パ ラス ポ ー ツ 大 会 を 開催 し た いが 出 来 ない 。 そ の理 由 は多

目的 ト イ レが ア リ ーナ に 一 つし か な い。 市 民 体育 館 は 多目 的 ト イレ の 設 置を 優

先し て 考 える べ き 。  

 

（事 務 局 ）  

建 設時 期 は ６～ ７ 年 後で あ る が、 そ の 検討 を 次 年度 の 審 議会 で 審 議す る こと

から そ の 際に 意 見 をい た だ きた い 。  

 

 （ 斎 藤 委員 ）  

 体 育 館 の外 に も 多目 的 ト イレ を 設 置す る よ うに 検 討 して ほ し い。  

 

 （ 花 田 委員 ）  

 多 目 的 トイ レ は 健常 者 や 障が い 者 問わ ず 必 要な も の であ る が 、障 が い 者が 使

用し や す い多 目 的 トイ レ は 少な い 。 パラ ス ポ ーツ 大 会 等、 障 が い者 が 使 用し や

すい 環 境 とし て は 、現 状 、 少な い の では な い かと 考 え る。  

 

 （ 髙 原 委員 ）  

 古 賀 竟 成館 高 校 の評 議 員 を務 め て いる が 、 評議 員 会 の中 で Ｊ Ｒ古 賀 駅 東口 整

備に よ り 体育 館 が 道路 整 備 によ り 移 転す る こ とで 、 古 賀竟 成 館 高校 に も 道路 が

かか る の では と い う話 が 挙 がっ た が どう か 。  

 

 （ 事 務 局）  

 古 賀 竟 成館 高 校 のグ ラ ウ ンド に か かる が 、 まだ ど れ ほど か か るの か は 分か ら

ない 。  

 

（２）令和７年度古賀市スポーツ推進審議会について  

 【事務局より概要説明】（専門部会の設置について）  

中 学校 運 動 部活 動 の 地域 展 開 につ い て は、 本 来 であ れ ば 審議 会 全 体で 協 議を
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進め て い くべ き で ある が 、 新た に 古 賀市 民 体 育館 の 今 後 に つ い ても 協 議 を 進 め

てい く 必 要が 生 じ た。  

 そ こ で 、来 年 度 の 審 議 の 進め 方 に つい て 、 古賀 市 ス ポー ツ 推 進審 議 会 条例 施

行規 則 の 第５ 条 第 １項 に 「 会長 は 、 特に 専 門 的な 検 討 又は 協 議 の必 要 が ある と

認め る 時 は、 審 議 会に 専 門 部 会 を 置 くこ と が でき る 」 とさ れ て い る 。 こ の規 定

に基 づ き 審議 会 を 「部 活 動 地域 展 開 専門 部 会 」と 「 市 民体 育 館 移転 検 討 専門 部

会」 ２ つ の部 会 を 設け 進 め てい き た い。  

 別 紙 ５ の名 簿 に 専門 部 会 案と 記 載 され た 資 料が あ る が、 事 務 局案 と し てい ず

れの 専 門 部会 か を 挙げ て い るこ と か ら、 意 見 をい た だ きた い 。  

 

 （ 斎 藤 委員 ）  

 体 育 館 移転 に つ いて は 体 育館 備 品 の検 討 は 含ま れ る のか 。  

 

 （ 本 多 会長 ）  

 体 育 館 移転 の 検 討範 囲 は どこ ま で なの か 。  

 

 （ 事 務 局）  

 最 優 先 で求 め ら れて い る のは 新 体 育館 建 設 にか か る 概算 費 用 で、 そ の ため に

どの よ う な設 備 が 必要 な の か、 ど の よう な 配 置に す る か等 を 検 討す る 。 仮に 備

品を 購 入 した 際 に 倉庫 の 大 きさ が 関 わり 、 そ の倉 庫 は 設備 に な るた め 備 品も 検

討内 容 に 含め て 問 題な い と 考え る 。  

 

 ８ ． そ の他  

（事 務 局 ）  

次回 審 議 会を ５ 月 中旬 以 降 に行 い た い。  

 


